
本

年

は

秋

祭

の

神

賑

行

事

を

本

格

的

に

行

い

ま

す

。

コ

ロ

ナ

禍

で

中

止

し

て

い

た

神

社

の

神

輿

お

渡

り

は

四

年

ぶ

り

に

復

活

し

、

二

十

一

日

の

大

宮

み

こ

し

会

の

子

ど

も

だ

ん

じ

り

と

共

に

巡

幸

し

ま

す

。

子

ど

も

だ

ん

じ

り

は

二

十

一

日

・

二

十

二

日

の

二

日

間

巡

行

し

ま

す

。

二

十

二

日

は

十

七

時

半

頃

に

大

宮

南

地

車

が

宮

入

、

十

八

時

頃

に

生

江

・

内

代

町

・

中

宮

の

地

車

三

基

が

一

斉

に

宮

入

り

し

ま

す

。

神

賑

行

事

の

詳

細

は

ポ

ス

タ

ー

で

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

二

十

一

日

の

献

湯

神

事

は

氏

子

様

の

無

病

息

災

を

祈

る

神

事

で

ご

自

由

に

ご

参

列

い

た

だ

け

ま

す

。

神

楽

奉

納

は

拝

殿

で

巫

女

神

楽

を

間

近

に

お

受

け

い

た

だ

け

ま

す

。

秋

祭

に

皆

さ

ま

で

ご

参

拝

く

だ

さ

い

。

八

月

十

八

日

よ

り

十

一

日

間

、

伝

豊

国

大

明

神

坐

像

（

秀

吉

像

）

と

他

六

体

の

御

神

像

の

特

別

公

開

を

行

い

ま

し

た

。

社

務

所

を

会

場

に

し

て

、

会

期

中

に

八

百

五

十

名

が

来

場

し

ま

し

た

。

博

物

館

の

展

示

ス

タ

イ

ル

を

参

考

に

、

照

明

な

ど

工

夫

し

て

御

神

像

の

展

示

を

行

い

ま

し

た

。

ま

た

秀

吉

公

時

代

の

当

社

を

描

い

た

と

伝

わ

る

古

図

や

昔

の

神

額

な

ど

も

公

開

し

ま

し

た

。

ご

来

場

の

皆

様

は

威

厳

と

迫

力

に

満

ち

た

等

身

大

の

秀

吉

像

、

鬼

門

守

護

大

神

立

像

を

は

じ

め

と

す

る

貴

重

な

御

神

像

群

に

ど

な

た

も

感

嘆

さ

れ

て

い

ま

し

た

。

当

社

の

歴

史

や

御

像

の

解

説

な

ど

の

パ

ネ

ル

を

熟

読

し

た

り

、

神

職

に

よ

る

解

説

を

熱

心

に

聞

か

れ

て

い

ま

し

た

。

本

公

開

は

、

日

頃

の

お

詣

り

で

は

知

る

こ

と

の

で

き

な

い

当

社

の

由

緒

や

歴

史

を

皆

様

に

お

伝

え

し

、

氏

子

様

と

の

ご

縁

を

深

め

る

素

晴

ら

し

い

機

会

と

な

り

ま

し

た

。

今

後

も

不

定

期

で

公

開

す

る

予

定

で

す

（

次

回

開

催

時

期

は

未

定

）

。

七

五

三

は

子

供

の

無

事

の

成

長

を

祝

っ

て

、

氏

神

様

に

神

恩

感

謝

す

る

伝

統

行

事

で

す

。

当

社

で

は

十

一

月

の

土

日

祝

日

は

予

約

な

し

で

、

午

前

九

時

半

か

ら

午

後

三

時

ま

で

の

間

、

受

付

順

に

御

祈

祷

を

承

り

ま

す

。

十

一

月

の

平

日

、

そ

の

他

の

月

は

ご

予

約

く

だ

さ

い

。

土

日

祝

日

は

近

隣

の

駐

車

場

を

ご

利

用

く

だ

さ

い

。
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令

和

五

年

秋

季

大

祭

十

月

二

十

一

日

土

曜

日

十

一

時

献

湯

神

事

二

十

二

日

日

曜

日

十

一

時

秋

季

大

祭

神

楽

奉

納(

拝

殿

ご

昇

殿)

午

後

三

時

～

九

時

祈祈祈祈

祷祷祷祷

案案案案

内内内内

初

宮

七

五

三

詣

家

内

安

全

厄

除

病

気

平

癒

自

動

車

祓

改

築

・

転

宅

清

祓

・

地

鎮

祭

な

ど

出

張

祭

典

【

ご

予

約

は

お

電

話

で

】

☎

（

０

６

）

６

９

５

１

‐

２

１

９

６

九

月

二

十

日

か

ら

二

日

間

、

職

場

体

験

学

習

と

し

て

大

宮

中

学

校

の

二

年

生

四

名

が

ご

奉

仕

し

ま

し

た

。

紙

垂

や

授

与

品

の

奉

製

、

境

内

掃

除

、

日

供

祭

に

参

列

し

ま

し

た

。

最

終

日

に

は

巫

女

装

束

を

自

分

で

着

付

け

、

玉

串

奉

奠

の

作

法

を

学

び

、

拝

殿

に

て

正

式

参

拝

し

ま

し

た

。

ど

の

生

徒

さ

ん

も

一

生

懸

命

ご

奉

仕

し

て

い

ま

し

た

。

大

宮

中

学

校

職

業

体

験

四

年

ぶ

り

に

神

輿

お

渡

り

を

巡

幸

し

ま

す

子

ど

も

だ

ん

じ

り

巡

行

・

地

車

宮

入

・

夜

店

を

行

い

ま

す

（

上

）

平

成

三

十

年

の

お

渡

り

（

下

）

昨

年

の

地

車

三

基

宮

入

。

生

江

、

内

代

町

、

中

宮

秀秀秀秀

吉吉吉吉

像像像像

のののの

特特特特

別別別別

公公公公

開開開開

をををを

開開開開

催催催催

しししし

まままま

しししし

たたたた

公公公公

開開開開

事事事事

業業業業

をををを

記記記記

念念念念

しししし

てててて

図図図図

録録録録

をををを

刊刊刊刊

行行行行

しししし

まままま

しししし

たたたた

。。。。

秀

吉

像

、

六

体

の

御

神

像

群

の

近

影

写

真

を

フ

ル

カ

ラ

ー

で

掲

載

。

当

社

神

職

の

書

き

下

ろ

し

た

論

考

は

秀

吉

像

の

謎

に

迫

る

読

み

応

え

の

あ

る

内

容

で

す

。

秀

吉

像

公

開

記

念

図

録

社

務

所

に

て

頒

布

中

初

穂

料

千

円

七七七七

五五五五

三三三三

詣詣詣詣

のののの

ごごごご

案案案案

内内内内


